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九州地域のクサネムおよびアメ
リカセンダングサの開花特性

はじめに

近 年， 九 州 地 域 の 水 田 で は， 大
型の田畑共通雑草であるクサネム

（Aeschynomene indica L.）やアメリカ
センダングサ（Bidens frondosa L.）の
発生が問題となっており，現在，本地
域では，水稲作，大豆作とも，クサ
ネムでは 50％以上，アメリカセンダ
ングサでは 40％以上の水田で発生が
認められている（住吉 2008）。水稲
作では，クサネム，アメリカセンダ
ングサともに一定の効果を示す除草
剤が知られているが（福見 2002; 鍵
谷 1992; 小荒井ら 2009），これら草
種は，除草剤の効果が安定する湛水条
件ではなく，効果が低下しやすい湿
潤条件での発生に適するため（佐合
ら 1983; 鍵谷 1992），除草剤のみに
よる完全防除は難しいのが現状である

（図 -1，-2）。そのため，農家水田で
は，土壌処理型除草剤の処理後に残草
したクサネムやアメリカセンダングサ
は，収穫時には茎が木化し機械収穫の
障害となること，またクサネムでは種
子の玄米への混入により検査等級が低

下するなどの理由から収穫直前（九州
の普通期栽培では 9 月下旬から 10 月
上旬）に手取り除草される事例が少な
くない。しかし，この時期の手取り除
草では種子はすでに結実・散布されて
いる懸念がある。

雑草の開花・結実時期は日長や気温
など気象要因に強く支配されるが，そ
の反応は草種によって大きく異なるこ
と（中谷・草薙 1991），およびタイ
ヌビエやコナギなどにおいて高緯度で
採取した個体ほど早く開花する地理的
変異が存在することがすでに知られ
ている（Nakatani et al. 1998; 汪ら 
1996）。これまでに，クサネムでは新
潟県上越市内で採取した種子から発生
した個体を同市内で生育させた場合，
発生時期が遅くなるにしたがって発生
から開花までの期間（到花日数）が短
くなること（原田・矢野 1984），ア
メリカセンダングサでは茨城県つくば
市周辺（中山 2003），岐阜県飛騨市（鍵
谷 1992）および大阪府東大阪市内（杉
野・芦田 1973, 1987）で採取した種
子から発生した個体をそれぞれ採取
地の周辺で生育させた場合，開花は 9
月中下旬まで始まらないことが報告さ

れている。しかし，クサネムでは地理
的変異，アメリカセンダングサでは発
生時期が開花時期に与える影響につい
ての検討は十分ではなかった。

九州地域の水稲作は早期栽培から晩
期栽培まで行われており，雑草の発生
時期や生育時の日長，気温などの気象
条件は様々なため，異なる時期に発生
した個体について開花特性を明らかに
する必要がある。また，九州地域は南
北に長いため，地理的変異も考慮しな
くてはならない。そこで，筆者らは九
州地域における両草種の種子生産量を
抑制する防除時期を策定するために，
九州地域内の複数の地点から採取した
材料を用いて異なる時期に発生した個
体の開花時期に関する特性解明に取り
組んだ（小荒井ら 2014）。本稿では
その内容を概説する。

1. 九州地域のクサネムの
開花特性

九州地域の 4 地点から採取したク
サネム種子から発生した個体を福岡
県筑後市内で生育させたところ，到
花日数に採取地間で差が認められ，4
月 25 日に播種した場合，福岡県宮若
市で採取したクサネムは 65.7 日（6
月 29 日）であるのに対し，宮崎県日
南市内で採取したクサネムは最も遅
く 104.7 日（8 月 7 日）となり，開
花 時 の 草 高 は 124.6 ～ 139.6cm で
あった。播種日が遅くなるにしたがっ
て，いずれの採取地のクサネムも到花
日数は短く，開花時の草高は低くな図 -1　クサネム 図 -2　アメリカセンダングサ
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り，7 月 25 日に播種した場合では到
花日数は 34.8 ～ 41.0 日，開花時の
草高は 34.6 ～ 58.8cm であった（表
-1）。また，採取地の北緯が高くなる
にしたがって到花日数が短くなる地理
的クラインが認められた（図 -3）。新
潟県内（北緯 37.1°）で採取されたク
サネムは量的短日植物で，5 月播種の
場合，到花日数は約 40 ～ 45 日であ
ることが報告されている（原田・矢野

1984）。これはおおよそ九州地域内で
採取したクサネムを 5 月に播種した
場合において採取地の北緯と到花日数
との関係を示す直線上にあり，クサネ
ムの地理的クラインは九州地域内だけ
ではなく，日本全国に存在することが
示唆された。また，九州地域で採取し
たクサネムも到花日数と開花始期の日
長時間との関係が，播種日が遅くなる
にしたがって到花日数および開花始期

の日長時間は短くなることから量的短
日植物と判断された（図 -4）。

九州地域の暖地水田二毛作地帯で
は，水稲の移植は 6 月中下旬に実施
されることが多い。6 月下旬に播種
したクサネムの到花日数は 36 日から
54 日であり，採取地での日長条件を
勘案しても，普通期の水稲移植時期に
発生したクサネムは，発生から 7 月
下旬から 8 月中旬（水稲移植 35 日か
ら 50 日後頃）で開花に至ると考えら
れた。一方，農家水田では，前述の通り，
土壌処理型除草剤の処理後に残草した
クサネムは，収穫時には茎が木化し機
械収穫の障害となること，およびクサ
ネム種子の玄米への混入により検査等
級が低下するなどの理由から収穫直前

（9 月下旬から 10 月上旬）に手取り除
草される事例が少なくない。しかし，
クサネム種子は開花 11 日後には発芽
力を有することから（福見 2002），
この時期の除草ではすでにクサネムは
開花・結実して多くの種子が散布され
ている。したがって，普通期栽培で残
草したクサネムは，九州南部では開
花直後の 7 月下旬から 8 月中旬（水
稲移植 35 日から 50 日後頃），到花日

到花日数（日） 65.7 ± 5.0 62.4 ± 2.2 36.1 ± 3.2 34.8 ± 6.1

草高(cm) 93.5 ± 6.0 58.5 ± 10.4 34.6 ± 8.2

到花日数（日） 68.4 ± 12.1 64.3 ± 2.5 45.9 ± 1.4 35.8 ± 2.7

草高(cm) 100.9 ± 4.9 89.7 ± 6.5 38.7 ± 6.2

到花日数（日） 104.7 ± 10.5 75.5 ± 3.6 53.9 ± 4.7 40.8 ± 4.8

草高(cm) 124.6 ± 10.4 115.5 ± 8.8 85.4 ± 8.1 38.7 ± 6.1

到花日数（日） 86.9 ± 14.2 72.2 ± 3.8 49.3 ± 1.3 41.0 ± 4.5

草高(cm) 139.6 ± 4.6 117.8 ± 7.8 105.2 ± 4.6 58.8 ± 11.2

表-1　発生時期の異なるクサネムの到花日数と開花時の草高

採取地
（緯度）

播種日

4月25日 5月23日 6月24日 7月25日

平均値±標準偏差で示す。
到花日数は播種から開花までの日数，草高は開花時の草高を示す。
－は調査なし。

福岡県
宮若市

（北緯33.7°）

福岡県
筑後市

（北緯33.2°）

宮崎県
日南市

（北緯31.6°）

鹿児島県
鹿屋市

（北緯31.3°）

  －

  －

表−1　発生時期の異なるクサネムの到花日数と開花時の草高

図 -3　クサネムの採取地の緯度と到花日数との関係。
	 エラーバーは標準偏差を示す。
	 ■は原田 ･ 矢野（1984）の 5月播種のデータより作図した。
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図-1 クサネムの採取地の緯度と到花日数との関係

エラーバーは標準偏差を示す。

■は原田･矢野（1984）の5月播種のデータより作図した。

○ 4月播種：y=-13.4x+514.7
(R2=0.53**)

□ 5月播種：y=-5.2x+238.3
(R2=0.71**)

◇ 6月播種：y=-5.92x+238.3
(R2=0.64**)

△ 7月播種：y=-1.76x+96.0
(R2=0.091*)
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数が短い九州北部では 7月下旬から
8月上旬までには完全に防除すること
が，埋土種子量の削減に重要である。
九州地域では早期移植栽培は，水稲
の移植は 3月下旬から 4月下旬頃ま
でに実施されることが多い。3月下旬
播種の試験は実施していないが，4月
下旬に播種したクサネムの到花日数
は 66 日から 105 日となったことか
ら，水稲移植時期に発生したクサネム
は，水稲移植 2～ 3 か月後頃には開

花に至ると考えられる。また，普通期
栽培以上に地理的変異が大きかった。
したがって，残草したクサネムは九州
北部では 5月下旬頃から 6月中旬頃，
九州南部では 6月下旬頃から 7月中
旬頃までには完全に防除する必要があ
ろう。また，暖地ではタバコ跡やイグ
サ跡で晩期水稲栽培を行う事例がある
が，7月下旬に播種したクサネムの到
花日数は 35日から 41日であるから，
8月下旬から 9月上旬までには完全に

防除する必要がある。

2. 九州地域のアメリカセ
ンダングサの開花特性

アメリカセンダングサでは，開花時
期に採取地間および播種時期での差は
認められず，いずれの個体も，9月下
旬から 10月上旬に開花した（表 -2）。
採取地の北緯と到花日数との間には強
い相関は認められなかった。
到花日数と開花期の日長時間との関
係は，播種日が遅くなるにしたがって
到花日数は短くなったが，開花期の日
長時間はほぼ同じであることから，質
的短日植物で，かつ短日の限界日長は
採取地にかかわらずほぼ同じと判断
された（図 -4）。前述の通り，つくば
市周辺や飛騨市内で採取した個体は 9

図 -4　両草種の到花日数と開花始期の日長時間との関係
	 細線は筑後市（試験地）における各播種日以後の日長時間の推移を示す。
	 到花日数は，各採取地ごとの平均値を用いた。
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図-2 両草種の到花日数と開花始期の日長時間との関係

日南

宮若 筑後

鹿屋

7/25  6/24-25   5/23-24  4/25
（播種日）

筑後

小竹

玖珠

人吉

川南

細線は筑後市（試験地）における各播種日以後の日長時間の推移を示す。

到花日数は，各採取地ごとの平均値を用いた。

開花日（月/日） 9/25 ± 1.4 9/24 ± 1.5 9/27 ± 2.0

草高(cm) 83.7 ± 7.6 111.7 ± 6.0 94.3 ± 11.4

開花日（月/日） 9/25 ± 1.0 9/24 ± 0.6 9/27 ± 2.4

草高(cm) 89.8 ± 4.7 108.2 ± 5.9 91.9 ± 21.6

開花日（月/日） 9/24 ± 2.7 9/25 ± 2.0 9/26 ± 2.6 9/29 ± 3.4

草高(cm) 124.9 ± 23.0 92.5 ± 16.6 107.5 ± 8.1 88.5 ± 19.1

開花日（月/日） 9/27 ± 4.9 9/26 ± 5.4 9/28 ± 5.0

草高(cm) 95.2 ± 18.6 113.1 ± 13.5 102.2 ± 8.6

開花日（月/日） 9/25 ± 3.7 9/27 ± 1.0 9/25 ± 1.2 10/1 ± 3.8

草高(cm) 95.0 ± 16.7 87.0 ± 6.7 106.4 ± 8.5 95.4 ± 15.9

大分県
玖珠町

（北緯33.3°）
－

福岡県
小竹町

（北緯33.7°）
－

表-1の脚注を参照。

福岡県
筑後市

（北緯33.2°）

熊本県
人吉市

（北緯32.2°）
－

宮崎県
川南町

（北緯32.2°）

表-2　発生時期の異なるアメリカセンダングサの開花日と開花時の草高

採取地
（緯度）

播種日

4月25日 5月24日 6月23日 7月25日

表−2　発生時期の異なるアメリカセンダングサの開花日と開花時の草高
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到花日数は短くなったが，開花期の日
長時間はほぼ同じであることから，質
的短日植物で，かつ短日の限界日長は
採取地にかかわらずほぼ同じと判断
された（図 -4）。前述の通り，つくば
市周辺や飛騨市内で採取した個体は 9

図 -4　両草種の到花日数と開花始期の日長時間との関係
	 細線は筑後市（試験地）における各播種日以後の日長時間の推移を示す。
	 到花日数は，各採取地ごとの平均値を用いた。
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到花日数は，各採取地ごとの平均値を用いた。

開花日（月/日） 9/25 ± 1.4 9/24 ± 1.5 9/27 ± 2.0

草高(cm) 83.7 ± 7.6 111.7 ± 6.0 94.3 ± 11.4

開花日（月/日） 9/25 ± 1.0 9/24 ± 0.6 9/27 ± 2.4

草高(cm) 89.8 ± 4.7 108.2 ± 5.9 91.9 ± 21.6
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草高(cm) 95.2 ± 18.6 113.1 ± 13.5 102.2 ± 8.6

開花日（月/日） 9/25 ± 3.7 9/27 ± 1.0 9/25 ± 1.2 10/1 ± 3.8

草高(cm) 95.0 ± 16.7 87.0 ± 6.7 106.4 ± 8.5 95.4 ± 15.9
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表-2　発生時期の異なるアメリカセンダングサの開花日と開花時の草高

採取地
（緯度）

播種日

4月25日 5月24日 6月23日 7月25日

表−2　発生時期の異なるアメリカセンダングサの開花日と開花時の草高

小荒井：九州地域のクサネムおよびアメリカセンダングサの開花特性　5

月中旬以降，東大阪市内で採取した個
体は 9 月下旬以降に開花を始めるこ
とが報告されている。また，東大阪市
内で採取した個体は限界日長が 12 時
間 45 分と 13 時間の間にある質的日
長反応性を示すことが報告されている

（杉野・芦田 1973, 1987）。筑後市内
で行った本研究では開花は 9 月 24 日
から 10 月 1 日に始まった。日長時間
が 12 時間 45 分から 13 時間の間と
なる暦日は筑後市においては 8 月 29
日から 9 月 5 日，東大阪市において
は 8 月 30 日から 9 月 6 日，つくば
市においては 9 月 1 日から 9 月 7 日，
飛騨市においては 9 月 4 日から 9 月
10 日であり，アメリカセンダングサ
は花芽分化から約 1 ヶ月後に開花す
ることから（杉野・芦田 1987），九
州地域で採取された個体の短日の限界
日長は，他地域で採取された個体とほ
ぼ同じと推察され，日本国内のアメリ
カセンダングサの開花の限界日長時間
の地理的変異は小さいことが示唆され
た。また，採取地の日長時間が 12 時
間 45 分から 13 時間の間となる暦日
は，およそ 8 月下旬から 9 月上旬と
筑後市とほぼ同時期であり，この時期
に花芽分化すると想定すると，現地に
おいてもいずれの発生時期の個体も 9
月下旬頃に開花を始めるものと考えら
れる。アメリカセンダングサ種子は，
開花約 8 日後に刈り倒された場合で
も茎葉上において種子の登熟は進み，
発芽力のある種子を生産することから

（中山 2003），開花が始まる 9 月下旬
までに防除して，種子を結実・散布さ

せないことが埋土種子量の削減に有効
であろう。したがって，九州地域にお
けるアメリカセンダングサの種子生産
の抑制を考慮した防除適期としては，
早期栽培では水稲収穫後の刈り跡の防
除，普通期栽培では収穫前の防除がき
わめて重要である。

3. おわりに

本研究は，クサネムおよびアメリカ
センダングサに対して，種子生産量を
抑制する観点から防除時期を策定し
た。しかし，土壌処理型除草剤の処理
後に両草種が残草した場合は，まずは
クサネムに対してはビスピリバックナ
トリウム塩液剤，アメリカセンダング
サに対してはベンタゾン液剤など有効
な茎葉処理型除草剤を散布して，徹底
防除を図ることが肝要である。また， 
本研究は九州地域内で採取した個体を
用いて実施した。開花に対する地理的
クライン存在するクサネムについて
は，他地域に適用する場合は，あらた
めてその地域の材料を用いて検討する
必要があろう。
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